
氏名 得点　　　／23点

基本（1〜7）

1 樹形図・積の法則の準備

硬貨を3回投げるとき、表裏の出方は何通りあるか。

場合の数 8

1回ごとに表・裏の2通り。3回とも樹形図で書き出すと  通り。

8通り

2 もれなく重複なく（辞書式）

大小2つのさいころを同時に投げるとき、出る目の和が7になる場合の数を求めよ。

場合の数 6

大の目が小さい順に書き出す：(1,6)(2,5)(3,4)(4,3)(5,2)(6,1)

6通り

場合の数の数え方（和の法則・積の法則）

解答（全23問）

D R I L L

練習問題（全18問）

2 × 2 × 2 = 8



3 和の法則（排反）

1個のさいころを1回投げるとき、出る目が1または6である場合の数を求めよ。

場合の数 2

目が1になる場合と6になる場合は同時に起こらない（排反）ので和の法則が使える。

1 + 1 = 2通り

4 和の法則（3つの場合分け）

赤玉4個・白玉3個・青玉2個が入った袋から玉を1個取り出すとき、玉の取り出し

方は何通りあるか。

場合の数 9

赤・白・青のどれを取り出すかは同時には起こらない（排反）ので和の法則が使え

る。

4 + 3 + 2 = 9通り

5 積の法則

シャツが3着、ズボンが4本あるとき、組み合わせは何通りあるか。

場合の数 12

シャツの決め方3通りのどれに対しても、ズボンの決め方は4通り。

3 × 4 = 12通り



6 積の法則（道順）

A地点からB地点へ行く道が2通り、B地点からC地点へ行く道が3通りある。Aから

Cまで行く道順は何通りあるか。

場合の数 6

A→Bの選び方2通りのどれに対しても、B→Cの選び方は3通り。

2 × 3 = 6通り

7 積の法則（3段階）

大中小3個のさいころを同時に投げるとき、目の出方は何通りあるか。

場合の数 216

大・中・小それぞれ独立に6通りずつ出る。

6 × 6 × 6 = 216通り

標準（8〜14）　※パターンは自分で判定

8 定食のメニューが、主食3種類・汁物2種類・飲み物4種類から1つずつ選べると

き、組み合わせは何通りあるか。

場合の数 24

主食・汁物・飲み物の選び方はそれぞれ独立に決まる（続けて決める＝積の法則）。

3 × 2 × 4 = 24通り



9 1から20までの整数から1つ選ぶとき、5の倍数または7の倍数である数は何個ある

か。

個数 6

5の倍数：5,10,15,20 → 4個

7の倍数：7,14 → 2個

5と7の公倍数は35で、20以下には現れないので重なりはない（排反）→和の法則が

使える。

4 + 2 = 6個

10  の正の約数の個数を求めよ。

個数 12

指数の選び方は、 の指数が  の3通り、 の指数が  の2通り、 の指数が 

 の2通りで、それぞれ独立。

3 × 2 × 2 = 12個

11  の正の約数の個数を求めよ。

個数 12

の指数は  の6通り、 の指数は  の2通り。

6 × 2 = 12個

60

60 = 2 ×2 3 × 5

2 0, 1, 2 3 0, 1 5

0, 1

96

96 = 2 ×5 3

2 0, 1, 2, 3, 4, 5 3 0, 1



12 さいころを1回投げ、偶数が出たら赤玉5個から1個、奇数が出たら白玉3個から1個

を取り出す。目の出方と玉の取り出し方を合わせた場合の数を求めよ。

場合の数 24

偶数の目（2,4,6の3通り）が出るときは、それぞれ赤玉5通りの取り出し方があるので 

通り。

奇数の目（1,3,5の3通り）が出るときは、それぞれ白玉3通りの取り出し方があるので 

通り。

偶数が出る場合と奇数が出る場合は同時に起こらない（排反）ので和の法則が使え

る。

15 + 9 = 24通り

13 A地点からB地点への道が2通り、B地点からC地点への道が2通り、C地点からD地

点への道が3通りある。AからDまで行く道順は何通りあるか。

場合の数 12

各区間の選び方は独立に決まるので積の法則が使える。

2 × 2 × 3 = 12通り

14 大小2つのさいころを同時に投げるとき、出る目の和が4以下になる場合の数を求め

よ。

場合の数 6

「和が2」「和が3」「和が4」は同時には起こらない（排反）ので和の法則が使える。

和が2：(1,1) → 1通り

和が3：(1,2)(2,1) → 2通り

和が4：(1,3)(2,2)(3,1) → 3通り

1 + 2 + 3 = 6通り

3 × 5 = 15

3 × 3 = 9



挑戦（15〜18）

15 重なりがある場合は直接数える

1から9までの数字が1つずつ書かれた9枚のカードから1枚引くとき、3の倍数また

は偶数である場合の数を求めよ。

場合の数 6

3の倍数：3,6,9（3個）　偶数：2,4,6,8（4個）

6は3の倍数でも偶数でもあり、同時に起こる（排反ではない）ので単純に足すと重複

してしまう。

そこで、あてはまる数を直接すべて書き出す：2,3,4,6,8,9

6個

16 道順（行きと帰りで同じ道を使わない）

A地点からB地点への道が3通り、B地点からC地点への道が2通りある。AからBを

通ってCまで行き、その後、行きに使った道は使わずにC→B→Aと戻るとき、行き

帰り全体の道順は何通りあるか。

場合の数 12

行き：A→Bが3通り、B→Cが2通りで、独立に決まるので 通り。

帰り：C→Bは行きに使った1通りを除いた 通り、B→Aは行きに使った1通

りを除いた 通りで、独立に決まるので 通り。

行きの決め方と帰りの決め方は続けて決まる（積の法則）。

6 × 2 = 12通り

3 × 2 = 6

2 − 1 = 1

3 − 1 = 2 1 × 2 = 2



17 約数の個数＋補集合的な考え方

 の正の約数のうち、偶数であるものは何個あるか。

個数 6

正の約数の総数： の指数が  の3通り、 の指数が  の3通りで 

個。

このうち奇数の約数は、 の指数が  のものだけ（ ）なので3個。

偶数の約数は、全体から奇数の約数を除けばよい。

9 − 3 = 6個

18 カードで整数をつくる（一の位から決める）

1,2,3,4,5の数字が1つずつ書かれた5枚のカードから異なる2枚を選んで2桁の整数

をつくるとき、偶数は何個できるか。

個数 8

偶数かどうかは一の位で決まるので、一の位から先に決める。

一の位：偶数の2,4のどちらか → 2通り

十の位：残り4枚のカードのどれか → 4通り（一の位で使ったカードは使えない）

一の位の決め方と十の位の決め方は続けて決まる（積の法則）。

2 × 4 = 8個

100

100 = 2 ×2 52

2 0, 1, 2 5 0, 1, 2 3 × 3 =

9

2 0 5 , 5 , 50 1 2



ここから先はPDF限定の腕試し。入試の基礎レベルに挑戦しよう。

応1 3つの事象の組み合わせ

大中小3個のさいころを同時に投げるとき、出た目の積が奇数になる場合の数を求

めよ。

場合の数 27

3つの目の積が奇数になるのは、大・中・小のすべての目が奇数（1,3,5のいずれか）

のときだけ（1つでも偶数の目があれば積は偶数になる）。

大の目の選び方：1,3,5の3通り

中の目の選び方：1,3,5の3通り

小の目の選び方：1,3,5の3通り

3つとも独立に決まるので積の法則が使える。

3 × 3 × 3 = 27通り

D R I L L

応用問題（プリント限定）



応2 支払える金額の種類（硬貨）

10円硬貨3枚、100円硬貨2枚を持っているとき、これらの硬貨の一部または全部を

使って支払うことができる金額は何通りあるか（0円の場合は除く）。

場合の数 11

10円硬貨の使う枚数は  枚の4通り（金額にすると 円）。

100円硬貨の使う枚数は  枚の3通り（金額にすると 円）。

10円硬貨だけでどんなに集めても最大30円で、100円には届かないので、10円側の

金額と100円側の金額が同じになることはない（金額が重ならない）。

よって10円側の決め方と100円側の決め方は独立に決まり、組み合わせは 

通り。

このうち「10円0枚・100円0枚」＝0円の場合を除く。

12 − 1 = 11通り

応3 整数の個数（3桁で各位が異なる）

0,1,2,3,4の数字が1つずつ書かれた5枚のカードから異なる3枚を選んで3桁の整数

をつくるとき、何個できるか。

個数 48

百の位に0は使えないので、決めにくい百の位から先に決める。

百の位：0を除く1,2,3,4のどれか → 4通り

十の位：百の位で使ったカードを除く残り4枚のどれか（0も使える）→ 4通り

一の位：残り3枚のどれか → 3通り

それぞれ続けて決まるので積の法則が使える。

4 × 4 × 3 = 48個

0, 1, 2, 3 0, 10, 20, 30

0, 1, 2 0, 100, 200

4 × 3 =
12



応4 3つの事象の組み合わせ

3試合のサッカーの試合を行い、各試合の結果は「勝ち」「引き分け」「負け」のい

ずれかであるとする。(1) 3試合の結果の組み合わせは何通りあるか。(2) 3試合の結

果がすべて異なる（勝ち・引き分け・負けが1回ずつになる）場合の数を求めよ。

(1) 27 通り　(2) 6 通り

(1) 各試合の結果は他の試合と関係なく独立に3通りずつ決まる。

通り

(2) 「勝ち・引き分け・負け」の3種類を3試合に1回ずつ割り当てると考える。

1試合目の結果の割り当て方：3通り

2試合目：残り2通り

3試合目：残り1通り

続けて決まるので積の法則が使える。

通り

(1) 27通り　(2) 6通り

応5 重なりを引く（和の法則が使えない場合）

1から100までの整数のうち、3の倍数でも5の倍数でもない数は何個あるか。

個数 53

3の倍数：  あまりありなので33個

5の倍数：  なので20個

3の倍数でも5の倍数でもある数（15の倍数）：  あまりありなので6個

（3の倍数と5の倍数は同時に起こることがあるので、単純に足すと15の倍数を2回数

えてしまう）

「3の倍数または5の倍数」の個数は、重なった分を1回分引いて 

個。

求めるのは「3の倍数でも5の倍数でもない数」なので、全体からこれを引く。

100 − 47 = 53個

3 × 3 × 3 = 27

3 × 2 × 1 = 6

100 ÷ 3 = 33

100 ÷ 5 = 20

100 ÷ 15 = 6

33 + 20 − 6 = 47


